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〈
ビ
ル
マ
戦
で
の
２
人
の
兵
士
の
こ
と
〉

①
原
区
の
市
津
猛
さ
ん
の
こ
と

　

岡
垣
町
老
連
会
報「
ね
ん
り
ん
」（
26

号
、
平
成
９
年
発
行
）で
、「
戦
争
体
験

記
」と
し
て
、「
満
州（
中
国
東
北
部
）か

ら
ビ
ル
マ
へ
」を
書
か
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
要
約
し
た
も
の
を
紹
介
す
る
。

　　

昭
和
12（
１
９
３
７
）年
に
入
隊
し
、

満
州
で
の
通
信
中
隊
に
配
属
さ
れ
た
。

　
同
14
年
４
月
、
除
隊
と
な
っ
た
。

　

同
年
10
月
に
召
集
さ
れ
、
ビ
ル
マ
に

出
征
し
た
。

　
龍
兵
団
と
し
て
、
ビ
ル
マ
東
部
か
ら
、

中
国
の
雲
南
省
に
入
り
、
拉
孟
守
備
隊

に
加
わ
っ
た
。
そ
こ
で
、
満
州
の
時
と

同
じ
よ
う
に
、
通
信
隊
員
と
し
て
、
松

井
聯
隊
通
信
中
隊
に
編
入
さ
れ
た
。

　

拉
孟
守
備
隊
は
高
台
に
あ
っ
て
、
４

つ
の
陣
地
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
の
中

の
松
山
陣
地
付
け
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
約
４
カ
月
、
戦
闘
に
明
け
暮

れ
た
が
、
約
千
人
の
兵
士
が
戦
死
し
、

拉
孟
守
備
隊
は
、
昭
和
19（
１
９
４
４
）

年
９
月
初
旬
、
全
滅
し
た
。

　

市
津
さ
ん
の
通
信
隊
は
、
守
備
隊
の

全
滅
前
に
運
よ
く
脱
出
で
き
た
。

　

そ
の
後
、
転
進
と
撤
退
を
繰
り
返

し
た
。
通
信
隊
の
20
名
で
、
英
印（
イ

ギ
リ
ス
と
イ
ン
ド
）軍
と
戦
う
こ
と
も

あ
っ
た
。

　

終
戦
を
知
ら
さ
れ
、
昭
和
21（
１
９

４
６
）年
６
月
、
ビ
ル
マ
の
隣
国
タ
イ

か
ら
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
、
横
浜
の

浦
賀
に
上
陸
し
た
。
毛
布
１
枚
で
の
帰

郷
と
な
っ
た
。

　

今
の
戦
争
を
知
ら
な
い
若
い
世
代

は
、
幸
せ
だ
と
思
う
。
戦
争
と
は
死
と

の
戦
い
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
繰
り

返
し
た
く
な
い
と
語
っ
て
い
る
。

②
糠
塚
区
の
入
江
登
の
こ
と

　
登
は
、
私
の
叔
父（
父
の
弟
）で
あ
る
。

私
が
２
歳
の
時
、
ビ
ル
マ
に
出
征
し
た
の

で
、私
は
叔
父
の
こ
と
は
覚
え
て
い
な
い
。

　
仏
壇
の
上
に
叔
父
の
写
真（
遺
影
）が

日
、
北
シ
ャ
ン
州
ラ
シ
オ
ニ
於
テ
、
投

下
爆
弾
破
片
創
ニ
テ
戦
死
ス

　
と
な
っ
て
い
る
。

　

私
が
４
歳
の
頃
、
昭
和
21（
１
９
４

６
）年
だ
っ
た
と
思
う
が
、
箱
を
抱
え

た
人
を
先
頭
に
10
人
ぐ
ら
い
の
人
た
ち

（
そ
の
中
に
私
も
い
た
）が
、
山
田
区

北
側
の
村
道
を
歩
い
て
い
た
記
憶
が
あ

る
。
遺
骨
を
引
き
取
り
に
行
っ
て
の
、

帰
り
道
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

か
つ
て
の
糠
塚
の
盆
踊
り
は
初
盆
の

家
の
庭
先
で
踊
っ
て
い
た
。
踊
り
子
は

青
年
団（
男
女
）が
浴
衣
を
着
て
、
編
笠

を
被
り
、
口
に
は
マ
ス
ク
み
た
い
な
口

隠
し
を
し
た
の
で
、
誰
が
踊
っ
て
い
る

の
か
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

私
宅
の
庭
で
踊
り
が
行
わ
れ
た
記
憶

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
叔
父
を
供
養
す

る
た
め
の
踊
り
だ
っ
た
と
思
う
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
と
岡
垣
⑦

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
入
江　
東
樹

掲
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
私
は
写
真
を

見
な
が
ら
育
っ
た
。

　

叔
父
は
ビ
ル
マ
で
戦
死
し
た
が
、
岡

垣
村
で
作
成
さ
れ
て
い
た「
戦
死
者
名

簿
」に
は
、「
昭
和
19（
１
９
４
４
）年
10

月
、
ビ
ル
マ
の
シ
ャ
ン
州
ラ
シ
オ
で
戦

死
し
た
。
菊
８
９
０
８
部
隊
に
所
属
し

て
い
た
」と
書
か
れ
て
い
た
。

　

福
岡
県
庁
の
福
祉
労
働
部
保
護
・
援

護
課
に
戦
没
者
の
兵
籍
を
問
い
合
わ
せ

る
と
、
詳
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
叔
父
は
、

　

昭
和
18（
１
９
４
３
）年
12
月
Ⅰ
日
、

現
役
兵
ト
シ
テ
、
野
砲
兵
第
56
連
隊
補

充
隊
入
営
。
同
日
、
□（
原
文
マ
マ
）中

隊
編
入
。

　
翌
年
３
月
９
日
、
除
隊
。

　

同
年
５
月
24
日
、
現
役
兵
ト
シ
テ
、

野
砲
兵
第
86
連
隊
ニ
臨
時
召
集
ニ
依
リ

入
隊
。
26
日
、
山
砲

兵
第
18
連
隊
要
員
ト

シ
テ
屯
営
出
発
。
29

日
、
門
司
港
出
帆
。

６
月
29
日
、昭
南（
※

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）上

陸
。
８
月
Ⅰ
日
、
昭

南
出
発
。４
日
後
ニ
、

馬
来
泰（
※
マ
レ
ー

シ
ア
）
国
境
通
過
。

９
月
８
日
、泰た

い
め
ん緬（

※

タ
イ
と
ビ
ル
マ
）国

境
通
過
。
同
日
、
山

砲
兵
第
18
連
隊
第
１

中
隊
編
入
。
10
月
12

新岡垣
風土記

中 国
（雲南省）

●

ビルマ

●

サ
ル
ウ
ィ
ン
河

騰越

イ
ラ
ワ
ジ
河

●
ラシオ

●マンダレー

怒
河

●

拉孟

国境線
河川

凡例

●松山陣地
イ
ン
ド

ミート
キーナ
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